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2023年３月10日 

各 位 

会 社 名 ウ ェ ル ビ ー 株 式 会 社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 大田  誠 

（コード：6556 東証プライム市場） 

問合先 取締役副社長兼管理本部長 千賀 貴生 

（TEL．03－6268－9542） 

 

 

連結子会社における債権の取立遅延による競売申立に関するお知らせ 

 

当社の連結子会社であるウェルビーヘルスケア株式会社の取引先であるネオファーマジャパン株式会社

（以下、ＮＰＪ社という。）に対する債権について、下記の通り、取立遅延が生じましたので、当社及び当

社の連結子会社であるウェルビーヘルスケア株式会社は、本日開催の取締役会において、ＮＰＪ社に対する

債権回収のため、同社が保有する袋井工場の不動産（土地建物等）について競売の申立を行う旨の決議をい

たしましたので、お知らせいたします。 

 

１．当社子会社の概要 

（１） 名称 ウェルビーヘルスケア株式会社 

（２） 所在地 東京都中央区銀座二丁目３番６号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 千賀 貴生 

（４） 事業内容 ５-アミノレブリン酸原体の販売 

（５） 資本金 ５百万円 

（６） 設立年月日 2019年４月25日 

 

２．相手方の概要 

（１） 名称 ネオファーマジャパン株式会社 

（２） 所在地 静岡県袋井市久能３０５６番地 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 河田 聡史 

（４） 事業内容 ５-ＡＬＡ製造業 

（５） 資本金 １億円 

（６） 設立年月日 2016年５月16日 

（７） 直前事業年度の純資産 確認が取れませんでした。 

（８） 直前事業年度の総資産純 確認が取れませんでした。 

（９） 大株主及び持株比率 確認が取れませんでした。 

  



 
 

（10） 上場会社と当該会社 

との間の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 
当該会社との施設使用契約の締結がありま

す。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

３．同社に対する債権の種類及び金額 

貸付金   1,700,000,000円（※根抵当権25億円設定済み） 

 前渡金     50,892,799円 

 未収利息    39,193,150円 

 合計    1,790,085,949円（2022年３月期連結純資産に対する割合 29.8％） 

 

 ４．取立遅延が生じた経緯 

当社の連結子会社であるウェルビーヘルスケア株式会社は、ＮＰＪ社が保有する袋井工場の不動産

（土地建物等）を抵当に入れることを条件に、2021年７月19日に2022年９月30日を返済期限とする

金17億円の金銭消費貸借契約をＮＰＪ社との間で締結しておりました。 

その後、2022 年９月 29 日付で公表しました「連結子会社の異動（株式譲渡）及び債権譲渡に関す

るお知らせ｣のとおり、同年９月 30 日付けでウェルビーヘルスケア社のＮＰＪ社に対する貸付金（こ

れに付帯する未収利息を含む）、原材料、前渡金、及び当社からの借入金以外の資産及び負債を合同会

社ＷＨ社に譲渡の契約締結をしましたが、合同会社ＷＨ社による資金調達が困難となり、譲渡対価を

支払期限までに履行することが難しくなったことにより、双方協議の結果、2022年 12月 10日をもっ

て譲渡を解除することになりました。その結果、ウェルビーヘルスケア株式会社が保有する貸付金 17

億円及び当該貸付金に対する未収利息、前渡金が2023年３月期第３四半期末における当社グループの

連結財務諸表上に計上されることとなりました。 

これにより、再度当社グループの傘下となったウェルビーヘルスケア株式会社とＮＰＪ社との間で、

2021年７月 19日付で締結した金銭消費貸借契約につき、2022年 12月 31日を期限とする金銭消費貸

借契約とする覚書を締結し、早急な資金回収に向け、ＮＰＪ社と協議及び交渉を行い、債権の回収に

努めておりました。また、並行して新たな譲渡先の模索、競売の実施についても慎重に検討しており

ました。 

このような中で、今回、期限を経過しても債権回収についての具体的な目処が立たず、債権回収に

むけての不確実性がさらに高まったこと等、総合的な判断により、当社及び当社の連結子会社である

ウェルビーヘルスケア株式会社は、本日開催の取締役会にて、ＮＰＪ社の袋井工場の土地建物を競売

にかけることによる債権回収を図る旨の決議をいたしました。 

 

 ５．今後の見通し 

競売の申立については、準備が整い次第速やかに実施いたします。 

なお、当該債権における不動産担保物権は、外部の不動産鑑定会社による不動産鑑定評価により、

債権金額を上回っていることを確認しており、現在のところ、2023 年３月期通期の業績予想の変更は

ありませんが、今後の状況に鑑み、貸倒引当金を計上すべきとの判断に至った場合には、速やかにご

報告いたします。 

 

以 上 


